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　　（高瀬地区　鑓水房男さん）   ５Ｐ

●お知らせ
　・山形県最低賃金の引き上げについて   ６Ｐ
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山形市農業委員会
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山形市旅篭町二丁目3番２5号
 TEL ０２３-６４１-１２１２
    （内線７７３）

～地域探訪～地域探訪～～

　　千歳地区　　千歳地区

千歳地区の里芋

　千歳地区で栽培されている里芋は、日本一

の芋煮会フェスティバルで使用されます。 寛永白岩一揆　白岩義民終焉の地

　江戸時代の初め寛永１５年７月２１日

長町広川原にて、村山郡白岩領（現

寒河江市と西川町の一部）の重税に

喘ぐ百姓３０数名の者が、直訴におよ

んだが、当時は直訴が重罪であった

ため、山形藩主保科肥後守正之の手

によって無残にも礫刑に処された。

 山形市長町字薬師堂にある史跡解説より抜粋

里芋畑の地上絵

　山形の美味しい里芋と芋煮文化

を、世界へ発信するために６年前

から作成している地上絵。２０２２年

は、夢を叶えると言われている神

様「ガネーシャ」。大きさはなん

と縦１００ｍ×横8０ｍ。



左より長澤弘委員、伊藤博良委員、佐藤山形市長、

新関さとみ委員、大築農業委員会会長

　

９
月
１３

日
に
現
地
研
修
会
が
開
催
さ
れ

ま
し
た
。

◦
第
一
貨
物
山
形
支
店

　

山
形
中
央
イ
ン
タ
ー
チ
ェ
ン
ジ
の
近
く
、

椹
沢
地
区
に
出
来
た
第
一
貨
物
山
形
支
店

に
伺
い
ま
し
た
。

　

農
地
転
用
許
可
す
る
際
に
、
現
地
に
行

き
確
認
す
る
訳
で
す
が
、
こ
ち
ら
の
第
一

貨
物
山
形
支
店
の
被
害
防
除
計
画
の
給
排

水
計
画
で
、
給
水
は
上
水
道
、
排
水
は
下

水
道
で
す
。
雨
水
は
地
下
浸
透
に
な
り
ま

す
。
し
か
し
建
屋
以
外
は
、
全
面
ア
ス
フ
ァ

ル
ト
舗
装
の
駐
車
場
で
す
。
こ
の
４
ヘ
ク

タ
ー
ル
近
い
面
積
で
の
雨
水
処
理
は
大
変

だ
と
感
じ
、
雨
水
の
流
出
が
な
い
の
か
心

配
に
な
り
ま
し
た
。
社
員
駐
車
５０

台
分
の

駐
車
面
積
は
全
て
が
浸
透
桝
に
な
っ
て
お

り
、
急
な
大
雨
の
時
は
、
２５
ｍ
×
１０
ｍ
の

雨
水
用
プ
ー
ル
に
た
め
込
む
こ
と
が
で
き

る
そ
う
で
す
。
こ
の
駐
車
場
と
プ
ー
ル
が

も
う
１
箇
所
あ
り
支
店
の
外
に
雨
水
が
流

れ
出
る
事
は
な
い
と
の
こ
と
で
し
た
。

　

ト
ラ
ッ
ク
の
積
み
下
ろ
し
は
建
屋
の
中

で
出
来
ま
す
。
長
さ
１
２
０
ｍ
も
あ
る
内

部
は
大
型
ト
ラ
ッ
ク
が
１０

台
並
ん
で
も
作

業
が
出
来
る
ほ
ど
巨
大
で
し
た
。
建
物
の

中
で
作
業
が
出
来
る
た
め
、
雨
や
風
雪
等

農
業
委
員
現
地
研
修
会

農
業
委
員
現
地
研
修
会

に
よ
っ
て
荷
物
に
被
害
が
で
る
こ
と
は
な

い
と
の
こ
と
で
し
た
。

◦
山
形
広
域
炊
飯
施
設

　

次
は
沼
木
地
区
に
あ
る
山
形
広
域
炊
飯

施
設
で
す
。
山
形
市
学
校
給
食
セ
ン
タ
ー

の
隣
に
出
来
て
令
和
４
年
４
月
８
日
に
稼

働
し
た
施
設
で
す
。

　

米
の
消
費
拡
大
、
地
産
地
消
、
地
場
産

業
の
育
成
、
学
校
給
食
へ
の
安
全
安
心
な

米
飯
提
供
、
少
子
化
の
影
響
に
よ
る
食
数

減
へ
の
対
応
な
ど
の
課
題
解
決
を
図
る
た

め
、
同
じ
課
題
を
抱
え
る
山
形
連
携
中
枢

都
市
圏
の
８
市
町
（
山
形
市
、
寒
河
江
市
、

上
山
市
、
村
山
市
、
山
辺
町
、
中
山
町
。

河
北
町
、
大
石
田
町
）
の
連
携
事
業
と
し

て
山
形
広
域
炊
飯
施
設
の
整
備
・
運
営
を

行
い
８
市
町
の
学
校
給
食
へ
の
米
飯
提
供

を
行
っ
て
い
る
と
の
こ
と
で
す
。

　

納
米
庫
に
は
各
市
町
の
「
は
え
ぬ
き
」

が
納
め
ら
れ
て
お
り
、
１０
㎏
米
袋
（
ビ
タ

ミ
ン
強
化
米
入
り
）
を
投
入
し
ま
す
。
自

動
炊
飯
シ
ス
テ
ム
で
洗
米
、
浸
漬
、
炊
飯
、

蒸
ら
し
、
ほ
ぐ
し
、
検
査
（
金
属
探
知
機
）、

計
量
、
盛
付
、
釜
洗
浄
ま
で
２
時
間
で
出

来
ま
す
。
こ
れ
が
２
ラ
イ
ン
あ
り
ま
す
。

常
時
は
２
万
食
、
最
大
３
万
食
程
度
炊
飯

が
可
能
だ
そ
う
で
す
。

　

現
在
提
供
し
て
い
る
学
校
は
小
学
校
６２

校
、
中
学
校
２５

校
で
山
形
市
で
は
５１

校
で

す
。
今
ま
で
よ
り
美
味
し
い
、
温
か
い
、

粒
感
が
あ
る
と
大
好
評
だ
そ
う
で
す
。

 

（
農
業
委
員　

日
下
部
洋
一
）

　

令
和
４
年
７
月
１
日
、
農
業
委
員
３
名

が
、
佐
藤
孝
弘
山
形
市
長
よ
り
特
別
感
謝

状
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

農
業
委
員
と
し
て
こ
れ
ま
で
、
農
地
利

用
の
最
適
化
の
推
進
や
遊
休
農
地
解
消
や
、

人
・
農
地
プ
ラ
ン
の
実
質
化
の
活
動
等
に

取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
し
た
。
こ
れ
ま
で
、

十
数
年
に
わ
た
り
農
業
委
員
と
し
て
活
動

を
続
け
て
こ
れ
た
こ
と
は
、
多
く
の
方
々

の
ご
支
援
ご
協
力
あ
っ
て
出
来
た
こ
と
で

あ
り
、
関
係
者
の
皆
様
に
厚
く
御
礼
申
し

上
げ
ま
す
。

 

（
農
業
委
員　

長
澤　
　

弘
）

山
形
市
長
特
別
表
彰

山
形
市
長
特
別
表
彰

〈
感
謝
状
〉
を
受
賞

〈
感
謝
状
〉
を
受
賞
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〇
民
法
の
改
正

〇
民
法
の
改
正

　

令
和
４
年
４
月
１
日
か
ら
施
行

　

・ 

土
地
建
物
に
特
化
し
た
財
産
管
理
制
度

の
創
設

　

・
共
有
制
度
の
見
直
し

　

・ 

遺
産
分
割
に
関
す
る
新
た
な
ル
ー
ル
の

導
入

　

・
相
隣
関
係
の
見
直
し

〇
相
続
土
地
国
庫
帰
属
制
度
の
創
設

〇
相
続
土
地
国
庫
帰
属
制
度
の
創
設

　
令
和
５
年
４
月
２７
日
か
ら
施
行

　
　

 　

相
続
に
よ
っ
て
土
地
の
所
有
権
を
取

得
し
た
相
続
人
が
法
務
大
臣
（
窓
口
は

法
務
局
で
す
。
）
の
承
認
に
よ
り
、
土

地
を
手
放
し
て
国
庫
に
帰
属
さ
せ
る
こ

と
が
可
能
な
制
度
で
す
。

〇
不
動
産
登
記
制
度
の
見
直
し

〇
不
動
産
登
記
制
度
の
見
直
し

　
令
和
６
年
４
月
１
日
か
ら
施
行

　

・
相
続
登
記
の
義
務
化

　
　

 　

相
続
に
よ
っ
て
不
動
産
を
取
得
し
た

相
続
人
は
そ
の
所
有
権
を
取
得
し
た
こ

と
を
知
っ
た
日
か
ら
３
年
以
内
に
相
続

登
記
の
申
請
を
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ

　

所
有
者
不
明
土
地
の
解
消
に
向
け
て
令
和
３
年
に
民
法
・
不
動
産
登
記
法
が
改
正
さ
れ

ま
し
た
。
令
和
５
年
４
月
よ
り
段
階
的
に
施
行
さ
れ
ま
す
。

　

く
わ
し
く
は
お
近
く
の
法
務
局
等

に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

山
形
地
方
法
務
局

 

０
２
３

−

６
２
５

−

１
３
２
１

所
有
者
不
明
土
地
の
解
消
に
向
け
て

所
有
者
不
明
土
地
の
解
消
に
向
け
て

不
動
産
に
関
す
る
ル
ー
ル
が
大
き
く
変
わ
り
ま
す

不
動
産
に
関
す
る
ル
ー
ル
が
大
き
く
変
わ
り
ま
す

ん
。
遺
産
分
割
の
話
し
合
い
が
ま
と
ま
っ

た
場
合
に
は
不
動
産
を
取
得
し
た
相
続

人
は
、
遺
産
分
割
が
成
立
し
た
日
か
ら

３
年
以
内
に
、
そ
の
内
容
を
踏
ま
え
た

登
記
を
申
請
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

正
当
な
理
由
な
く
義
務
に
違
反
し
た
場

合
は
、
１０
万
円
以
下
の
過
料
の
適
用
対

象
と
な
り
ま
す
。

　

・
相
続
人
申
告
登
記

　

・ 

Ｄ
Ｖ
被
害
者
等
の
保
護
の
た
め
の
登
記

事
項
証
明
書
等
の
記
載
事
項
の
特
例

　

令
和
８
年
４
月
ま
で
に
施
行

　

・
所
有
不
動
産
記
録
証
明
制
度

　

・
住
所
等
の
変
更
登
記
の
申
請
の
義
務
化

　

・ 

他
の
公
的
機
関
と
の
情
報
連
携
・
職
権

に
よ
る
住
所
等
の
変
更
登
記

農地の転用には、許可が必要です農地の転用には、許可が必要です

農地の無断転用は絶対にしてはいけません。

●こんなときは、必ず農業委員会事務局へご相談ください。

●転用の許可方法は2種類あります。

●市街化区域内の農地の転用については、農地の転用届出が必要です。

○農作業小屋や農機具置場を建築したい　○住宅や倉庫・車庫などを建築したい

○資材置場や駐車場を設置したい　　　　○太陽光パネルを設置したい　　　など

○自ら所有する農地を転用する場合　　　　　（農地法第4条）

○農地を買う、または借りて転用する場合　　（農地法第5条）

　農地を転用する場合は、農地法以外にも農業振興地域の整備に関する法律（農振法）や

都市計画法などの他法令によって規制される場合があります。
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◦
南
沼
原
地
区

　

農
地
利
用
最
適
化
推
進
委
員
に
な
っ

て
二
期
目
を
向
か
え
て
お
り
ま
す
。
任

期
間
を
ふ
り
か
え
る
と
、
ま
ず
は
、
農

地
パ
ト
ロ
ー
ル
が
主
な
仕
事
で
し
た
。

　

南
沼
原
地
区
は
馬
見
ヶ
崎
の
扇
端
部

に
位
置
し
、
平
坦
地
で
あ
り
ま
す
。
樹

木
の
生
え
て
い
る
農
地
、
獣
害
に
よ
る

遊
休
農
地
は
、
見
当
た
り
ま
せ
ん
が
、

確
か
に
そ
れ
は
存
在
し
て
お
り
ま
す
。

主
た
る
原
因
は
、
世
代
交
代
に
よ
る
も

の
で
す
。
次
世
代
の
方
々
が
農
地
を
引

き
継
ぐ
と
い
う
意
識
を
持
っ
て
く
れ
る

こ
と
が
、
ま
ず
第
一
だ
と
思
い
ま
す
。

当
た
り
前
の
こ
と
で
す
が
、
日
頃
よ
り

世
代
間
で
話
し
を
す
る
機
会
を
つ
く
る

こ
と
が
、最
重
要
で
す
。

　

次
に
課
題
は
、
人
・
農
地
プ
ラ
ン
の

実
質
化
で
す
。
当
地
区
は
、
以
前
よ
り

集
積
化
の
進
ん
だ
地
区
で
す
が
、
集
約

と
な
る
と
地
主
の
意
向
、
土
地
の
肥
沃

さ
、
水
利
の
利
便
さ
な
ど
、
多
様
な
事

情
が
絡
ん
で
困
難
に
な
っ
て
、
容
易
に

農
地
利
用
最
適
化
推
進
委
員

農
地
利
用
最
適
化
推
進
委
員

の
活
動
に
つ
い
て

の
活
動
に
つ
い
て

は
進
め
ま
せ
ん
で
し
た
。
こ
の
た
び
市

の
モ
デ
ル
地
区
に
名
乗
り
を
あ
げ
、
行

政
の
指
導
と
地
区
の
地
権
者
、
経
営
体

と
共
に
事
業
に
取
り
組
ん
で
行
く
考
え

で
あ
り
ま
す
。
地
区
の
将
来
の
農
地
の

在
り
方
に
つ
い
て
、
意
向
調
査
を
し
、

直
接
意
見
を
聞
き
、
試
行
錯
誤
を
繰
り

返
し
、
互
い
の
理
解
を
得
た
形
で
、
図

面
上
に
経
営
体
の
名
称
ま
で
書
き
込
め

る
こ
と
が
最
終
の
目
標
に
な
る
と
考
え

て
お
り
ま
す
。

　

全
国
農
業
新
聞
の
先
進
地
の
例
を
参

考
に
す
る
の
も
、
方
法
の
一
つ
と
思
っ

て
い
ま
す
。
残
り
の
任
期
を
、
問
題
意

識
を
も
っ
て
取
り
組
ん
で
い
き
ま
す
。

（
農
地
利
用
最
適
化
推
進
委
員

 
　

朝
倉　

克
昭
）

◦
蔵
王
地
区

　

農
地
利
用
最
適
化
推
進
委
員
は
、
毎

年
８
月
に
農
地
パ
ト
ロ
ー
ル
を
重
点
的

に
実
施
し
て
い
ま
す
。

　

農
地
パ
ト
ロ
ー
ル
と
は
、
荒
廃
農
地

に
な
ら
な
い
様
に
と
推
進
委
員
と
農
業

委
員
が
、
農
地
を
見
て
指
導
し
て
い
く

仕
事
で
す
。

　

年
々
、
高
齢
化
に
よ
り
田
・
畑
の
荒

廃
が
進
ん
で
い
る
の
が
現
状
で
す
。

　

昔
は
、
農
作
物
を
自
給
し
て
生
活
し

て
い
ま
し
た
が
、
現
在
は
、
手
っ
取
り

早
く
ス
ー
パ
ー
で
買
う
こ
と
を
優
先
す

る
よ
う
な
傾
向
が
見
受
け
ら
れ
ま
す
。

　

昔
は
鍬
一
本
で
夫
婦
が
農
作
業
を
行

な
っ
て
い
ま
し
た
が
、
近
年
農
作
業
の

機
械
化
が
進
み
軽
ト
ラ
ッ
ク
・
ト
ラ
ク

タ
ー
で
の
作
業
が
増
え
、
養
蚕
な
ど
に

使
用
し
て
い
た
桑
畑
な
ど
が
荒
廃
し
て

い
ま
す
。

　

私
が
担
当
し
て
い
る
、
桜
田
、
飯
田
、

成
沢
、
山
田
地
区
で
す
が
、
桜
田
地
区

以
外
は
、
中
山
間
地
域
に
あ
り
農
業
を

行
う
に
も
一
戸
あ
た
り
の
耕
作
面
積
が

小
さ
く
、
若
者
の
農
業
離
れ
が
多
い
場

所
で
す
。

　

各
地
区
の
パ
ト
ロ
ー
ル
を
行
う
農
地

の
変
更
や
見
直
し
が
必
要
な
時
と
思
い

ま
す
。

　

農
業
者
が
個
々
が
所
有
し
て
い
る
農

地
・
山
林
な
ど
を
先
人
か
ら
聞
い
て
知

る
必
要
が
あ
る
と
つ
く
づ
く
感
じ
ま
す
。

地
番
と
現
地
が
一
致
し
な
く
て
推
進
委

員
が
苦
労
す
る
こ
と
も
多
い
で
す
。
ま

た
、
一
回
も
行
っ
た
こ
と
が
無
い
土
地

も
あ
る
そ
う
で
す
。

　

昔
の
畑
に
つ
い
て
山
林
に
な
っ
て
い

る
よ
う
な
場
所
は
非
農
地
と
な
る
よ
う

に
し
て
い
た
だ
き
た
い
と
考
え
て
い
ま

す
。

（
農
地
利
用
最
適
化
推
進
委
員

 

佐
藤　

安
広
）
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みんなの広場

　

山
形
市
風
間
を
拠
点
に
、
ア
ロ
マ
テ

ラ
ス
工
房
と
い
う
屋
号
で
花
に
関
わ
る

活
動
を
し
て
い
ま
す
。
生
花
や
ド
ラ
イ

フ
ラ
ワ
ー
な
ど
の
オ
ー
ダ
ー
メ
イ
ド
・

店
舗
装
飾
・
イ
ベ
ン
ト
挿
花
・
ワ
ー
ク

シ
ョ
ッ
プ
の
開
催
な
ど
、
色
々
な
コ
ン

テ
ン
ツ
で
「
人
と
花
を
つ
な
ぐ
」
活
動

を
手
掛
け
て
い
ま
す
。

　

二
十
歳
の
こ
ろ
か
ら
市
内
の
フ
ロ
ー

リ
ス
ト
で
働
き
、
地
方
の
花
店
と
は
思

え
な
い
ほ
ど
豊
か
な
経
験
と
技
術
を
磨

か
せ
て
も
ら
い
ま
し
た
。
し
か
し
、
結

婚
を
機
に
退
職
し
て
主
婦
と
な
り
、
家

族
を
作
る
こ
と
に
向
き
合
い
た
い
と
、

触
り
続
け
て
き
た
植
物
か
ら
少
し
距
離

を
置
く
こ
と
に
し
ま
し
た
。

　

子
供
と
の
穏
や
か
で
あ
り
な
が
ら
も

育
児
に
振
り
回
さ
れ
る
日
々
を
重
ね
、

『
私
の
家
族
は
こ
ん
な
形
な
ん
だ
な
ぁ
』

と
思
い
始
め
る
と
、
自
然
に
ま
た
花
を

触
り
た
い
と
思
う
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

　

母
の
レ
ス
ト
ラ
ン
の
名
前
を
借
り
て

「
ア
ロ
マ
テ
ラ
ス
工
房
」
を
は
じ
め
ま

し
た
。

　

子
供
の
成
長
と
共
に
自
分
の
気
持
ち

に
向
き
合
う
時
間
が
で
き
た
今
、
私
な

り
の
伝
え
た
い
花
の
姿
が
見
え
る
よ
う

に
な
っ
て
き
ま
し
た
。

　

子
供
の
頃
か
ら
触
れ
て
き
た
雑
草
の

よ
う
な
草
花
を
取
り
入
れ
る
こ
と
で
、

花
同
士
が
よ
り
一
層
活
き
活
き
と
表
現

さ
れ
て
身
近
に
あ
る
自
然
を
感
じ
て
も

ら
え
る
も
の
。
そ
し
て
お
客
様
の
希
望

や
想
い
を
聞
き
、
花
の
中
に
贈
る
人
の

思
い
や
り
を
伝
え
る
『
花
お
く
り
』
を

通
し
て
、
私
が
お
手
伝
い
で
き
る
こ
と

が
あ
れ
ば
嬉
し
い
と
思
い
ま
す
。

　

人
が
人
へ
花
を
贈
る
こ
と
は
、
ネ
ア

ン
デ
ル
タ
ー
ル
人
の
頃
か
ら
し
て
き
た

と
聞
い
た
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
花
で
し

か
伝
え
る
こ
と
が
出
来
な
い
こ
と
が
あ

る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
だ
か
ら

こ
そ
「
人
と
花
を
つ
な
ぐ
」
こ
と
、
植

物
と
暮
ら
す
楽
し
さ
を
伝
え
て
い
き
た

い
で
す
。
そ
し
て
受
け
取
る
人
の
為
、

そ
し
て
自
分
の
為
に
、
作
る
こ
と
に
一

生
懸
命
向
き
合
っ
て
い
き
た
い
と
思
っ

て
い
ま
す
。

人
と
花
を
つ
な
ぐ

山
形
ま
る
ご
と
市
高
瀬
第
二

会
場
と
共
に
「
元
気
で
楽
し
く
」

楯
山
地
区

岩
崎
麻
里
子 

さ
ん

高
瀬
地
区
　

珈
房
た
か
せ
森
の

焙
煎
所
　
代
表

鑓
水
房
男 

さ
ん

　

転
勤
族
だ
っ
た
私
は
、
６０

歳
で
高
瀬

に
戻
り
、
５
年
後
に
退
職
。
同
時
期
に
、

両
親
さ
ら
に
長
男
と
の
別
れ
が
あ
り
動

け
ず
に
お
り
ま
し
た
。
こ
の
ま
ま
で
は

い
け
な
い
と
の
思
い
で
長
男
と
始
め
る

予
定
だ
っ
た
「
珈
房
た
か
せ
」
を
立
上

げ
ま
し
た
。
自
家
焙
煎
の
珈
琲
豆
を
持
っ

て
、
夫
婦
二
人
で
イ
ベ
ン
ト
へ
参
加
し

ま
し
た
。「
フ
ー
テ
ン
の
寅
さ
ん
に
憧

れ
て
！
」
な
ん
て
言
え
る
よ
う
に
な
っ

た
の
は
、
暫
く
し
て
か
ら
、
最
初
は
笑

顔
も
出
ず
、
苦
し
か
っ
た
の
を
覚
え
て

い
ま
す
。

　

そ
ん
な
時
。
山
形
ま
る
ご
と
市
の
話

を
頂
き
、「
高
瀬
を
楽
し
く
、
面
白
く
」

を
ス
ロ
ー
ガ
ン
に
平
成
２９

年
５
月
、
上

東
山
の
山
間
地
に
４
軒
で
軽
ト
ラ
市
を

ス
タ
ー
ト
。
初
年
度
は
殆
ど
売
上
が
あ

り
ま
せ
ん
で
し
た
が
、
月
２
回
の
開
催

で
会
う
出
展
者
同
士
の
井
戸
端
会
議
的

か
ん
じ
で
な
ご
ま
せ
て
く
れ
ま
し
た
。

３
年
目
に
は
春
の
山
菜
、
秋
の
行
楽
シ
ー

ズ
ン
に
は
、
仙
台
圏
か
ら
の
来
客
も
多

く
軌
道
に
乗
り
始
め
ま
し
た
。

　

し
か
し
コ
ロ
ナ
シ
ョ
ッ
ク
に
よ
り
軽

ト
ラ
市
も
危
ぶ
ま
れ
る
状
況
で
し
た
が
、

「
い
つ
か
は
自
然
の
中
で
ゆ
っ
く
り
コ
ー

ヒ
ー
を
楽
し
ん
で
も
ら
え
る
所
を
作
り

た
い
」
と
の
願
い
が
叶
う
こ
と
に
な
り

ま
し
た
。
小
規
模
事
業
者
持
続
化
補
助

金
を
活
用
し
、「
珈
房
た
か
せ　

森
の

焙
煎
所
」
を
昨
年
６
月
オ
ー
プ
ン
致
し

ま
し
た
。
新
聞
・
タ
ウ
ン
誌
・
マ
ス
コ

ミ
で
取
り
上
げ
て
頂
き
、
賑
わ
い
が
で

て
き
て
お
り
ま
す
。
地
元
の
新
鮮
な
野

菜
・
山
菜
を
購
入
後
、
コ
ー
ヒ
ー
の
香

り
惹
か
れ
て
ご
来
店
く
だ
さ
い
ま
す
。

　
「
山
形
ま
る
ご
と
市
高
瀬
第
二
会
場
」

は
、
出
店
者
と
交
流
で
き
る
楽
し
い
場

で
す
。
そ
し
て
、
森
の
焙
煎
所
は
気
軽

に
集
ま
っ
て
ほ
っ
と
で
き
る
い
こ
い
の

場
に
し
た
い
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。
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私
事
で
恐
縮
だ
が
、
こ
の
号
が
発

行
さ
れ
て
間
も
な
い
頃
、
私
は
「
め

ん
ご
い
」
初
孫
を
抱
い
て
デ
レ
デ
レ

し
て
い
る
だ
ろ
う
。

　

理
学
療
法
士
と
し
て
千
葉
県
内
の

総
合
病
院
に
就
職
し
た
娘
は
、
高
知

県
出
身
の
人
工
透
析
技
師
と
め
で
た

く
結
婚
。
だ
が
な
か
な
か
子
宝
に
は

恵
ま
れ
ず
、
い
つ
し
か
孫
の
話
題
は

禁
句
と
な
り
、「
お
っ
父
ゴ
メ
ン
…
」

と
娘
か
ら
詫
び
ら
れ
た
と
き
は
慰
め

の
言
葉
も
な
か
っ
た
。

　

実
に
皮
肉
な
も
の
で
三
年
間
続
け

た
不
妊
治
療
を
断
念
し
て
ほ
ど
な
く
、

娘
は
あ
っ
け
な
く
妊
娠
し
た
。
そ
し

て
「
里
帰
り
出
産
」
を
す
べ
く
我
が

家
に
帰
省
し
て
い
る
。
今
は
、
た
だ

た
だ
母
子
と
も
ど
も
元
気
に
健
康
で

あ
れ
と
祈
る
ば
か
り
だ
。

 

（
農
業
委
員　

推
名　

俊
明
）

編

集

後

記

　全国農業新聞は、週刊の農業専門紙として、

土地問題、先進的な農業経営・栽培技術に取り

組む農業者の事例、新規就農者への支援など、

様々な角度から情報提供を行っています。

令和４年度　山形市農業委員会　許可等日程令和４年度　山形市農業委員会　許可等日程
許可月 ３条・４条・５条等の受付期間 総会開催日

１２月 １２月２０日（火）～２3日（金） １月１3日（金）

１月  １月２０日（金）～２５日（水） ２月１3日（月）

２月  ２月２０日（月）～２4日（金） 3月１3日（月）

※ 農地法3条（農地に係る権利移動）、4条・５条（農地の転用）等の許可を受けるためには、
上記の受付期間中に申請し、翌月１３日頃開催の総会で許可・不許可の決定となります。

※許可申請には確認事項、必要書類がありますので事前にご相談ください。
 問い合わせ先：山形市農業委員会事務局（電話 ０２３－６４１－１２１２ 内線 ７７５・７７６）

週 刊

月７００円、年８，４００円（消費税込み）

金曜日発行

申し込みは農業委員会事務局、または農業委員へお問い合わせください。

山形県最低賃金の引き上げについて山形県最低賃金の引き上げについて

・山形県最低賃金は１時間あたり854円です。（令和4年１０月６日から適用）

・  雇用契約にあっては、当事者間で十分話し合って適正な額を決定して

 ください。

66農委広報 ほほほ21 No.217農委広報 ほほほ21 No.217


